公益社団法人 自動車技術会 関東支部学生自動車研究会
第10回 学自研学生委員会 議事録
2014年1月27日
1．概要 

日  時：2014年1月25日(土) 10:00～12:00 

場  所：工学院大学 新宿キャンパス 5階B-0563
参加者：

神奈川工科大学

宮本


関東学院大学

早乙女


工学院大学

只野
国士舘大学

中山
芝浦工業大学

秋葉
東京大学　　　　　　　　酒井
東京都市大学　　　　　　佐口
東京電機大学　　　　　　寺岡
東京農工大学

帷子
東京理科大学　　　　　　西脇
日本大学生産工

平野・深澤
横浜国立大学

鈴木・宮澤
 (大学名50音順・敬称略・OP会員略)
2．配布資料
・事前資料
・企画報告書（東京オートサロン2014見学，二輪研修，東京モーターショー）
・企画書2種（建設重機，戦車体験搭乗，F1に関する講演）
　・学術講演会ポスター
3．議題
3.1 企画報告　※報告書参照
（1）東京オートサロン
・今回の参加者は初めてオートサロンに行った方が多かった．
・モーターショーが将来の車の祭典であるのに対し，オートサロンは現実に近い製品が多く，よりユーザーに親しみやすい印象があった．
（2）二輪研修　
・参加者にアンケートを行ったところ，企画に関して期待外れだったと若干名回答があり，企画内容を上手く伝えきれなかった部分があった．
・
（3）東京モーターショー
・企画のアウトプットを学術講演会やモーターリンクに投稿する予定．
・取材で担当して頂いた企業の方々にもフィードバックとしてこの報告書を送った方が良い．
（4）アライヘルメット　
・報告書は来月の委員会で提出．
・ヘルメットがほとんどハンドメイドで作られていることがわかった．
・報告書を出すときに見学して感じた疑問点や課題を挙げておくなど，先方にとってもフィードバックを残した方が来年以降にも再度企画が実現しやすい．
3.2 今年度・来年度の企画に関して
（1）建設重機
・2月中の開催は困難になった．
・人数は20～30人，駐車場があるので車で来ても大丈夫（あまり台数多いと困る．できるだけ相乗りのほうが良い。）
・見学したいものの軸がわからないので，選択肢を絞って見学を行った方が良い。
(2) 戦車体験搭乗　※来年度企画
・1つの戦車だけじゃなくて色々乗り比べたい．
・東富士だと技術者（設計）の方がいない可能性がある．
・今回の委員会で修正した企画書を先方に送付する．
・参加人数と開催時期についてこちらの希望を先方に出すこと．
・平地なら埼玉の朝霞にある広報センターでできる可能性もある．
(3)Ｆ１講演会
・会場と日程を決める必要がある．
・第一候補日を4/19，第二候補日を4/26で予定．
・会場は委員会をよく開く大学の方に大きな教室を借りられるか聞くこと．
3.3 学術講演会に関して
・ポスターに関しては，できるだけ文字を少なくして図で説明すること．
・今年は例年とっていたアンケートを実施するよりも学自研のことを知って企画に参加してもらうために広告を製作する予定，担当は鈴木・中山で製作予定
3.4 次年度役員に関して
・来月の委員会で細かく決める予定．（卒業する人は来年度委員の候補生を連れてくること）
・今回の委員会での暫定候補者（委員長：宮澤または中山，国際担当：酒井，廣兼）
・今年の役員は自分の仕事内容や反省点をまとめること．（後日，委員長から連絡）
3.5 その他の連絡事項
・パーソナルモビリティの方は先方の担当者が体調を崩してしまっており，別の窓口で検討中．
・関東支部の表彰制度を希望の人は1月28日（火）までに提出すること．
3.6　次回委員会について　
日時：2014年3月1(土) 10～12時
場所：工学院大学新宿キャンパスを予定（後日委員長より連絡）
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